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10
月
１
日
（
日
）、
栃
木
県
内

の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
標
記
連
合
会

定
例
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
京

都
医
師
会
か
ら
は
尾
﨑
治
夫
会
長

は
じ
め
22
名
の
役
員
が
参
加
し

た
。
来
賓
に
は
日
本
医
師
会
か
ら

松
本
吉
郎
会
長
、
茂
松
茂
人
副
会

長
、
猪
口
雄
二
副
会
長
、
長
島
公

之
、
江
澤
和
彦
、
宮
川
政
昭
、
細

川
秀
一
、
黒
瀨
巌
各
常
任
理
事
が

招
か
れ
た
。

大
会
で
は
、
令
和
４
年
度
関
東

甲
信
越
医
師
会
連
合
会
事
業
報
告

と
し
て
、
当
番
の
東
京
都
医
師
会

よ
り
報
告
を
行
っ
た
。
令
和
５
年

度
に
関
し
て
は
、
当
番
の
栃
木
県

医
師
会
に
よ
る
同
事
業
報
告
に
続

い
て
、
医
師
会
共
同
利
用
施
設
分

科
会
に
つ
い
て
は
山
梨
県
医
師
会

よ
り
、
医
療
保
険
部
会
、
介
護
保

険
・
地
域
包
括
ケ
ア
部
会
、
救
急

災
害
部
会
に
つ
い
て
は
栃
木
県
医

師
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
な
さ

れ
た
。

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
真
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合

会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を
も
と

に
、い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
し
、

将
来
に
わ
た
り
、
我
が
国
の
医
療

制
度
を
適
切
に
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
政
府
に
以
下
の
事
項

を
要
望
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

① 

国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
、
全

世
代
型
社
会
保
障
実
現
の
た
め

の
十
分
か
つ
安
定
的
な
社
会
保

障
費
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

② 

医
療
機
関
の
経
営
安
定
と
医
療

従
事
者
の
労
働
環
境
改
善
を
見

据
え
た
２
０
２
４
年
度
の
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト
リ
プ
ル

改
定
を
行
う
こ
と

③ 

医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
医
師
の
健
康
と

地
域
医
療
の
存
続
が
両
立
で
き

る
よ
う
、
柔
軟
な
運
用
を
図
る

と
と
も
に
、
国
民
に
正
し
い
医

療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
周
知
す

る
こ
と

④ 

国
民
の
信
頼
に
基
づ
く
「
か
か

り
つ
け
医
機
能
」
が
発
揮
で
き

る
医
療
提
供
体
制
等
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と

⑤ 
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
国
民
や

医
療
現
場
に
混
乱
や
不
安
を
も

た
ら
さ
な
い
よ
う
、
安
全
面
に

配
慮
し
な
が
ら
、
十
分
な
財
源

と
丁
寧
な
議
論
で
進
め
る
こ
と

⑥ 

医
薬
品
の
安
定
供
給
の
た
め
の

体
制
構
築
は
国
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
産
業
構

造
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と

⑦ 

新
興
感
染
症
等
に
も
対
応
で
き

る
地
域
医
療
構
想
、
保
健
医
療

計
画
を
策
定
す
る
こ
と

⑧ 

准
看
護
師
養
成
教
育
と
併
せ
て

介
護
教
育
等
を
施
し
た
う
え

で
、
地
域
に
お
け
る
医
療
と
介

護
の
円
滑
な
連
携
を
図
る
た
め

の
人
材
と
な
る
よ
う
、
新
た
な

都
道
府
県
資
格
の
創
設
等
を
検

討
す
る
こ
と

そ
の
後
、
特
別
講
演
と
し
て
国

際
医
療
福
祉
大
学
の
鈴
木
康
裕
学

長
よ
り
「
財
源
を
含
め
、
医
療
界

が
抱
え
る
課
題
を
い
ま
、
振
り
返

る
」
と
題
し
講
演
が
あ
っ
た
。

結
び
に
、
次
期
連
合
会
会
長
と

し
て
長
野
県
医
師
会
の
若
林
透
会

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
浅

井
秀
実
栃
木
県
医
師
会
副
会
長
の

閉
会
の
辞
を
も
っ
て
盛
会
裏
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

医
療
制
度
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
８
つ
の
要
望
を
決
議

特別講演の様子
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ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組
「飯田浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、
東京都医師会の役員・委員会委員等が出演して生活に役立つ健
康情報をお届けしています。
過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストか
ら聴くことができます。

■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/

■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
� 今日の早起きドクター』

放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

オ
ン
資
そ
の
も
の
の
準
備
は
９

割
近
く
の
医
療
機
関
で
整
っ
て
き

て
い
る
と
７
月
に
厚
生
労
働
省
は

発
表
し
た
。
オ
ン
資
の
表
面
的
な

目
的
は
、
旧
来
の
保
険
証
で
は
年

間
５
０
０
〜
６
０
０
万
件
あ
っ
た

「
差
し
戻
し
」
を
解
消
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
目
指
し

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
電
子

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
医
療
機
関

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
常
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｐ
Ｖ
４
）

か
ら
よ
り
安
全
な
準
閉
鎖
網
（
Ｉ

Ｐ
Ｖ
６
）
に
移
行
さ
せ
、
国
中
に

張
り
巡
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ

が
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

使
い
に
く
い
と
敬
遠
さ
れ
て
い
た

介
護
に
か
か
わ
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
や
健
康
診
断
・
予
防
接

種
・
母
子
手
帳
な
ど
の
情
報
を
ひ

と
ま
と
め
に
連
携
さ
せ
て
、
医
療

や
公
衆
衛
生
に
か
か
わ
る
情
報
を

統
合
し
、
さ
ら
に
住
民
へ
の
直
接

還
元
の
た
め
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル

ス
レ
コ
ー
ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
と
し
て

提
供
す
る
構
想
に
結
び
つ
く
。

こ
う
し
た
連
携
が
、
今
後
電
子

処
方
箋
や
、
さ
ら
に
は
電
子
カ
ル

テ
情
報
の
標
準
化
と
、
２
０
３
０

年
を
目
途
と
し
た
医
療
機
関
へ
の

電
子
カ
ル
テ
普
及
率
１
０
０
％
を

目
指
し
て
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
電

子
カ
ル
テ
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に

す
る
か
、
メ
ー
カ
ー
に
向
け
た
技

術
資
料
（
指
標
）
も
明
ら
か
に
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
電
子
カ
ル
テ
な
ど
を
未
導
入
の

医
療
機
関
か
ら
は
「
わ
れ
わ
れ
を

取
り
残
す
の
か
」「
廃
業
し
ろ
と

い
う
こ
と
か
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
っ
と
も

な
話
で
あ
り
、
紙
カ
ル
テ
か
ら
の

移
行
は
か
な
り
の
苦
労
を
要
す

る
。
国
は
ど
う
し
て
も
自
力
で
電

子
カ
ル
テ
移
行
が
で
き
な
い
医
療

機
関
の
た
め
に
「
標
準
型
電
子
カ

ル
テ
」
と
称
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ

上
で
作
動
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

を
開
発
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
問
題
は
こ
れ
が
出
来
上
が
っ

て
か
ら
の
使
い
勝
手
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
国
が
医
療
の
た
め
に
用
意

し
た
Ｈ
Ｅ
Ｒ

─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
・
Ｖ
Ｒ
Ｓ
・

Ｇ

─

Ｍ
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
使
い
勝

手
が
よ
ろ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、

で
き
れ
ば
完
成
前
に
一
般
の
実
地

臨
床
医
に
評
価
さ
せ
て
ほ
し
い
と

要
求
し
て
い
る
が
、
ま
だ
反
応

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

国
が
考
え
て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の

最
終
形
態
は
、
こ
う
し
た
電
子
カ

ル
テ
の
標
準
化
・
標
準
型
電
子
カ

ル
テ
を
も
っ
て
医
療
側
の
電
子
化

を
完
了
し
、
介
護
・
自
治
体
管
理

医
療
デ
ー
タ
統
合
・
住
民
の
ス
マ

ホ
で
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
、
と
い
う
一
連
の

構
築
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
８
月
末
に
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
今
後
ま
た
機

会
を
つ
く
っ
て
会
員
諸
氏
に
動
向

を
お
伝
え
し
た
い
。

�

（
目
々
澤 

肇
）

出典：第4回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料（2-2）

国
が
進
め
る「
医
療
Ｄ
Ｘ
」は
、始
ま
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認（
以

下
、オ
ン
資
）の
不
具
合
か
ら
出
だ
し
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
。そ
れ
だ
け

で
な
く
、続
く
は
ず
の
電
子
処
方
箋
も
、電
子
カ
ル
テ
・
レ
セ
プ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ（
レ
セ
コ
ン
）の
開
発
遅
れ
や
ベ
ン
ダ
ー（
メ
ー
カ
ー
・
導
入

業
者
）の
手
不
足
か
ら
設
置
が
ま
ま
な
ら
ず
、一
向
に
導
入
数
が
伸
び

て
い
な
い
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
こ
れ
か
ら

〜
電
子
処
方
箋
・

�

標
準
型
電
子
カル
テ
の
そ
の
先
は
〜

地 区 医 師 会 長
連絡協議会報告

令和5年10月20日（金）

知
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
令
和
５
年
10
月
以
降
の
医

療
提
供
体
制
の
移
行
等
に
関
す
る

東
京
都
の
対
応
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

10
月
以
降
の
医
療
提
供
体
制
の

移
行
等
に
関
す
る
東
京
都
の
対
応

に
つ
い
て
、
本
年
９
月
29
日
付
で

東
京
都
の
対
応
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
。
外
来
・
入
院
医
療
体
制
、

公
費
支
援
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

追
記
さ
れ
た
の
で
報
告
し
た
。

（
４
）
令
和
５
年
度
児
童
虐
待
対

応
研
修
【
基
礎
講
座
第
２
回
】
の

開
催
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
都
内
医
療
機
関
の
職

員
等
を
対
象
に
、11
月
10
日
（
金
）

～
23
日
（
木
・
祝
）
に
オ
ン
ラ
イ

ン
（YouTube
）
で
動
画
配
信
さ

れ
る
の
で
、
会
員
周
知
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
。

（
５
）
都
内
に
お
け
る
咽
頭
結
膜

熱
の
流
行
に
係
る
情
報
提
供
等
に

つ
い
て

　

都
内
に
お
い
て
咽
頭
結
膜
熱
の

患
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
本
年

10
月
２
日
～
８
日
の
患
者
報
告
が

警
報
基
準
に
達
し
た
た
め
報
道
発

表
さ
れ
た
。
都
内
の
咽
頭
結
膜
熱

の
患
者
報
告
が
都
全
体
と
し
て
警

報
基
準
に
達
す
る
の
は
、
感
染
症

法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
11
（
１
９

９
９
）
年
以
来
初
め
て
と
な
る
こ

と
か
ら
、
受
診
患
者
等
へ
の
注
意

喚
起
を
お
願
い
し
た
。

（
６
）
会
見
動
画
等
の
閲
覧
並
び

に
そ
の
周
知
に
対
す
る
ご
協
力
の

お
願
い
に
つ
い
て

　

日
本
医
師
会
で
は
、
記
者
会
見

の
開
催
等
に
よ
り
日
本
医
師
会
の

考
え
を
説
明
し
て
い
る
。
特
に
本

年
は
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
、

診
療
報
酬
改
定
や
医
療
Ｄ
Ｘ
等
に

対
す
る
日
本
医
師
会
の
考
え
を
日

本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発

信
し
て
い
く
の
で
、
会
員
周
知
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
26
回
浅
草
医
学
会
に
つ
い
て

�

（
浅
草
医
師
会
）

（
２
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
東
京
都
地
区
医
師
会
に
お
け
る

肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

�

（
世
田
谷
区
医
師
会
）

（
３
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
立
川
市
医
師
会
創
立
１
０
０
周

年
・
法
人
格
取
得
50
周
年
記
念
祝

賀
会
の
開
催
に
つ
い
て

�

（
立
川
市
医
師
会
）

（
４
）
都
立
病
院
医
師
会

①
東
京
都
立
病
院
機
構 

が
ん
に

関
す
る
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

�

（
都
立
病
院
医
師
会
）

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）｢
都
医

－

Ｆ
ｅ
ｓ
」
の
開
催

に
つ
い
て

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
５
年
度
第
２
回
・
第

３
回
東
京
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
会
の
開

催
に
つ
い
て

　

標
記
研
修
会
を
12
月
３
日

（
日
）、
12
月
17
日
（
日
）
の
午
前

９
時
よ
り
東
京
都
医
師
会
館
に
て

開
催
す
る
。
第
２
回
研
修
会
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
訂
し
て
お
り
、

既
受
講
者
も
あ
ら
た
め
て
ご
参
加

い
た
だ
け
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

（
２
）第
６
期「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

開
講
に
伴
う
受
講
者
募
集
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て

　

在
宅
医
療
を
始
め
た
い
、
あ
る

い
は
始
め
た
ば
か
り
の
会
員
等
を

対
象
に
開
催
す
る
の
で
、
会
員
周
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９
月
30
日
（
土
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
て
小
平
市
医
師
会
法
人
格
取

得
50
周
年
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
司
会
の
伊
藤
敬
雄

小
平
市
医
師
会
理
事
に
よ
る
開
会

の
辞
で
幕
を
あ
け
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し

て
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
17
回
出
場
（
都
内
の
中

学
校
で
は
最
多
）
の
小
平
市
立
小

平
第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

10
月
14
日
（
土
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
立
川
市
医
師
会
創

立
１
０
０
周
年
・
法
人
格
取
得
50

周
年
記
念
祝
賀
会
が
多
数
の
会
員

と
来
賓
の
出
席
の
も
と
に
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
立
川
市
医
師
会
の

足
立
哲
也
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
村
上
幸
人
会
長
の
式
辞

で
始
ま
っ
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
酒
井
大
史
立

川
市
長
、
武
見
敬
三
厚
生
労
働
大

臣
、
平
川
博
之
東
京
都
医
師
会
副

会
長
が
登
壇
さ
れ
た
後
、
阿

川
忠
郎
立
川
市
医
師
会
監

事
の
乾
杯
で
華
や
か
な
宴

が
始
ま
っ
た
。
立
川
市
在
住

で
市
の
「
た
ち
か
わ
交
流
大

使
」
も
務
め
ら
れ
て
お
り
、

国
内
外
で
大
活
躍
さ
れ
る

ジ
ャ
ズ
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド

山
下
洋
輔
氏
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に

会
場
全
体
が
う
っ
と
り
と

し
て
い
る
雰
囲
気
の
中
、
特

別
に
用
意
さ
れ
た
美
酒
と

料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
祝
宴

中
に
も
片
岡
滋
立
川
市
歯

科
医
師
会
長
、
古
谷
美
穂
子

立
川
市
薬
剤
師
会
長
、
小
田

原
き
よ
し
衆
議
院
議
員
、
羽

生
田
た
か
し
参
議
院
議
員
、

演
奏
が
行
わ
れ

た
。
中
学
生
と
は

思
え
な
い
見
事
な

演
奏
で
出
席
者
に

感
動
を
与
え
た
。

清
水
寛
小
平
市

医
師
会
長
の
挨

拶
で
は
、
小
平
市

医
師
会
が
法
人

格
を
取
得
し
た

50
年
前
は
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の

年
で
あ
っ
た

こ
と
、
近
隣

市
に
先
ん
じ

て
応
急
診
療

所
を
開
設
し

住
民
の
た
め

に
活
動
す
る

医
師
会
を
実

践
し
て
き
た

等
、
医
師
会

の
歴
史
が
世

相
と
並
べ
て

振
り
返
ら
れ
た
。
特
に
直
近

10
年
は
自
然
災
害
や
感
染
症

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）

の
流
行
な
ど
医
師
会
に
と
っ

て
も
大
変
な
時
を
過
ご
し

た
。
会
員
を
ま
と
め
医
師
会

を
牽
引
し
て
き
た
奥
村
秀
前

会
長
の
功
績
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
急
逝
さ

れ
た
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
尾
㟢
治
夫
東
京

都
医
師
会
長
、
小
林
洋
子
小

平
市
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
、

坂
本
哲
也
公
立
昭
和
病
院
長

の
発
声
で
乾
杯
、
続
け
て
窪

松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
長
の 

挨
拶
が
あ
り
、
立
川
市
医
師
会

１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り

返
る
思
い
出
深
い
映
像
が

上
映
さ
れ
た
。

そ
し
て
再
び
山
下
氏
の

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
会

場
が
一
体
と
な
る
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
は

過
ぎ
、
冨
上
雅
好
立
川
市
医

師
会
副
会
長
の
ユ
ー
モ
ア

と
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
閉

田
美
幸
東
京
都
医
師
会
代
議
員
会

議
長
、
松
本
洋
平
衆
議
院
議
員
、

末
松
義
規
衆
議
院
議
員
、
羽
生
田

た
か
し
参
議
院
議
員
か
ら
の
祝
辞

と
、
会
は
粛
々
と
進
行
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
女

性
６
名
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
に
よ
る

ユ
ニ
ッ
トLady Honkerz

の
演

奏
が
行
わ
れ
た
。
皆
が
良
く
知
る

楽
曲
に
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。

演
奏
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
と

第
２
部
の
間
に
は
小
平
市
医
師
会

の
歴
史
を
物
語
る
ス
ラ
イ
ド
上
映

も
行
わ
れ
た
。
小
平
市
医
師
会
は

１
９
５
１
年
に
設
立
さ
れ
、
１
９

会
の
辞
で
楽
し
い
宴
は
お
開
き
と

な
っ
た
。

７
３
年
に
法
人
格
を
取
得
し
た
歴

史
を
有
す
る
。
１
９
８
２
年
に
竣

工
し
た
旧
会
館
は
、
２
０
１
８
年

に
新
築
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
、
応
急
診
療
所
等
を
設

置
し
、
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
の
写
真
と
と
も

に
語
ら
れ
た
。
宴
た
け
な
わ
と

な
っ
た
第
２
部
に
は
、Lady 

Honkerz

と
小
平
市
医
師
会
の
小

澤
尚
副
会
長
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
）、
白
矢
勝
一
理
事
（
ギ
タ
ー
）

が
共
演
し
「
亜
麻
色
の
髪
の
乙

女
」
が
披
露
さ
れ
た
。

結
び
に
矢
口
誠
小
平
市
医
師
会

副
会
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
あ

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
は
お
開
き

と
な
っ
た
。

100年の歴史をスライドと共に振り返る

清水小平市医師会長の挨拶アトラクションのサックス演奏

小
平
市
医
師
会
法
人
格
取
得

50
周
年
記
念
祝
賀
会

立
川
市
医
師
会
創
立
100
周
年
・

法
人
格
取
得
50
周
年
記
念
祝
賀
会

村上立川市医師会長の挨拶ジャズピアニスト 山下氏による演奏
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少
し
気
合
を
入
れ
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
目
的
地
に
す
る
の
が

こ
こ
武
相
荘
（
ぶ
あ
い
そ
う
）。

片
道
早
め
に
歩
い
て
１
時
間

半
。
住
宅
街
の
一
角
に
急
に
森

の
オ
ア
シ
ス
が
現
れ
る
。
一
歩

門
を
く
ぐ
る
と
空
気
感
が
変
わ

る
の
を
感
じ
る
。
こ
う
い
う
場

所
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
で
も

言
う
の
だ
ろ
う
か
。
背
筋
が
自

然
と
ピ
ン
と
伸
び
る
。

町
田
市
は
神
奈
川
県
？
と
い

う
自
虐
ネ
タ
は
町
田
市
民
な
ら

一
度
な
ら
ず
と
も
耳
に
す
る

が
、
廃
藩
置
県
の
前
の
こ
の
地

も
、
武
蔵
国
と
相
模
国
の
国
境

で
あ
っ
た
。
武
蔵
と
相
模
の
境

で
武
相
、
こ
れ
が
名
前
の
由
来

だ
そ
う
だ
。
武
相
荘
は
、
決
し

て
多
く
な
い
町
田
市
ゆ
か
り
の

有
名
人
の
一
人
、
白
洲
次
郎
の

終
の
住
処
を
改

装
し
て
で
き
て

い
る
。
白
洲
次

郎
は
昭
和
初
期

の
激
動
期
を
駆

け
抜
け
た
人

物
。
ヒ
ー
ロ
ー

視
す
る
方
も
決

し
て
少
な
く
は

な
い
。
武
相
荘

に
は
白
洲
次
郎

の
記
念
館
も
あ

る
が
、
私
の
今

日
の
目
的
は
併

設
し
て
い
る
レ

ス
ト
ラ
ン
カ

フ
ェ
。
歩
い
て
消
費
し
た
分
を

次
郎
の
愛
し
た
親
子
丼
や
秘
伝

の
レ
シ
ピ
で
作
っ
た
カ
レ
ー
で

補
う
幸
せ
の
定
番
コ
ー
ス
。

い
つ
も
は
カ
レ
ー
と
親
子
丼

の
ど
ち
ら
か
悩
む
が
今
回
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
付
き
合
っ
て

く
れ
た
妻
と
シ
ェ
ア
で
、
両
方

と
も
味
わ
え
た
。
昭
和
の
香
り

漂
う
建
物
と
イ
ン
テ
リ
ア
、
器

も
当
時
の
も
の
を
意
識
し
た
こ

だ
わ
り
。
小
旅
行
に
来
た
気
分

に
な
れ
る
場
所
だ
。
ぺ
ろ
り
と

平
ら
げ
た
後
は
、
デ
ザ
ー
ト
の

ど
ら
焼
き
を
食
べ
て
ま
た
家
ま

で
歩
く
か
、
食
べ
な
い
代
わ
り

に
徒
歩
10
分
程
の
最
寄
り
鶴
川

駅
か
ら
電
車
で
帰
る
か
、
頭
を

フ
ル
回
転
し
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー

を
に
ら
め
っ
こ
す
る
の
も
い
つ

も
の
パ
タ
ー
ン
。

�

（
町
田
市
医
師
会
・
小
木
三
郎
）

188

少
子
化
時
代
だ
か
ら
こ
そ

小
児
医
療
の
充
実
を

目
指
し
ま
す

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構

　
　
東
京
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
　
院
長

 

廣
部
誠一

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ド
ッ
グ
の
ア
イ

ビ
ー
（
写
真
）
は
、
都
立
小
児
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
職
員
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
大
活
躍
で
し

た
。
小
児
患
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
面
会
、
遊
び
等
が
制
限
さ
れ
笑

顔
が
少
な
い
環
境
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
ア
イ
ビ
ー
が
、
子
ど
も
達
、

職
員
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
た
こ
と

は
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。
当
院

の
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
１
つ
、

①「
子
ど
も
中
心
の
医
療
の
提
供
」

を
非
常
時
で
も
守
る
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
他
の
ビ
ジ
ョ
ン
も

御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
東
京
都
に
お
け
る
小
児
医
療
の

　
拠
点

厚
生
労
働
省
の
小
児
医
療
に
関

す
る
計
画
は
、
三
次
医
療
圏
に
１

カ
所
の
中
核
病
院
、
二
次
医
療
圏

に
地
域
小
児
科
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
、
互
い
に
機
能
を
分
担
す
る
こ

と
で
あ
り
、
当
院
の
使
命
も
三
次

救
急
、
高
度
専
門
医
療
の
提
供
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
も
本
来
、
軽
症
は
二
次
医
療

機
関
、
重
症
は
当
院
と
役
割
分
担

で
き
る
の
が
理
想
で
す
が
、
総
合

病
院
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し

た
成
人
患
者
へ
の
対
応
で
手
一
杯

と
な
り
、
特
に
低
年
齢
の
小
児
患

者
ま
で
は
軽
症
で
あ
っ
て
も
手
が

回
ら
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
軽
症
か
ら
重
症
ま
で

「
小
児
の
患
者
全
て
お

引
き
受
け
い
た
し
ま

す
」
が
当
院
の
姿
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
少
子
化
が
加

速
し
ま
し
た
。
少
子
化

が
日
本
よ
り
進
ん
で
い

る
韓
国
で
は
、
小
児
科

医
の
減
少
、
救
急
医
療

の
危
機
に
よ
る
子
育
て

不
安
で
、
更
に
少
子
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
少
子
化
対

策
と
し
て
、「
病
気
に
な
っ
た
と

き
に
安
心
な
医
療
が
い
つ
で
も
受

け
ら
れ
る
医
療
環
境
」が
大
切
で
、

当
院
に
は
安
心
な
医
療
環
境
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
一
次
、
二
次
、
三

次
の
区
別
を
せ
ず
受
け
入
れ
る
Ｅ

Ｒ
体
制
と
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
課
題
は
２
つ
あ
り
ま
し

た
。
１
つ
は
、
Ｅ
Ｒ
患
者
数
が
感

染
状
況
に
よ
っ
て
１
日
50
人
〜

３
０
０
人
と
大
き
く
変
動
し
ま
し

た
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
繁
忙
度

に
応
じ
て
専
門
診
療
科
が
Ｅ
Ｒ
を

応
援
す
る
な
ど
横
連
携
を
工
夫
し

ま
し
た
が
、今
後
の
少
子
化
時
代
、

ま
す
ま
す
医
療
者
の
横
連
携
が
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
２
つ
目

は
重
症
対
応
で
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
で
は
、
小
児
患
者
で
も
重
症
例

が
増
え
、病
床
が
偪
迫
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
第
８
次

医
療
計
画
で
は
新
興
感
染
症
の
対

応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
院
で
も
重
症
対
応
力
が
鍵
と
考

え
、
看
護
師
の
育
成
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

③「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」を
総
合

　 

し
た
医
療
の
提
供

児
童
思
春
期
精
神
科
は
診
療
規

模
約
２
０
０
床
、
年
間
新
入
院
数

４
２
２
人
（
令
和
４
（
２
０
２
２
）

年
度
実
績
）と
日
本
最
大
規
模
で
、

入
院
が
必
要
な
重
症
例
を
中
心
に

対
応
し
、
初
診
も
ト
リ
ア
ー
ジ
で

重
症
患
者
を
迅
速
に
受
け
入
れ
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
文

部
科
学
省
の
調
査
で
は
小
学
生
の

約
10
％
に
発
達
障
害
の
可
能
性
が

あ
り
、
こ
こ
ろ
の
問
題
が
コ
ロ
ナ

禍
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
医
療

機
関
の
初
診
待
機
期
間
の
長
期
化

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
も
専
門
医
の
育
成
、
心
理
士

等
と
の
多
職
種
連
携
、
地
域
の
小

児
科
医
、
福
祉
、
教
育
と
の
連
携

な
ど
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

④
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
歩
む

　
医
療
の
提
供

病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
心
身
の
成
長
環
境
に
も

配
慮
し
、
思
春
期
を
経
て
大
人
に

な
る
ま
で
見
守
る
成
育
医
療
は
小

児
病
院
の
役
目
で
す
。
ま
た
、
移

行
期
医
療
チ
ー
ム
が
、自
立
支
援
、

成
人
診
療
科
に
転
院
す
る
支
援
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
医
療
的
ケ
ア

児
に
対
し
て
も
成
育
・
移
行
期
医

療
が
重
要
で
、
令
和
４
（
２
０
２

２
）
年
９
月
に
は
院
内
に
東
京
都

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
地
域
の
医
療
機
関
、
福

祉
、
行
政
と
連
携
し
て
療
育
支
援

の
体
制
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
特
に
、
慢
性

の
特
定
疾
患
や
難
病
患
者
に
対
し

て
、
高
校
生
な
ど
の
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

も
入
院
で
き
る
療
養
環
境
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

⑤
社
会
と
と
も
に
創
る
医
療
の
提
供

少
子
化
対
策
の
切
り
札
は
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
社
会
に

す
る
こ
と
で
、
地
域
小
児
科
医
、

保
健
、
福
祉
、
教
育
と
連
携
し
た

病
院
運
営
も
当
院
の
役
目
で
す
。

経
済
協
力
開
発
機
構
の
調
査
に
よ

る
と
、
子
ど
も
関
連
の
公
的
支
出

は
先
進
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

た
ま
ま
で
す
。
子
ど
も
の
病
気
の

治
療
が
進
め
ば
、
親
は
子
ど
も
を

介
抱
す
る
負
担
が
減
り
ま
す
。
ま

た
、
治
療
が
進
ん
だ
子
ど
も
も
社

会
活
動
が
可
能
と
な
り
、
親
も
子

も
生
産
性
が
上
が
り
ま
す
。
小
児

医
療
の
医
療
経
済
効
果
は
費
用
対

効
果
が
高
く
、「
未
来
へ
の
投
資
」

で
す
。
安
心
な
小
児
医
療
環
境
の

整
備
が
少
子
化
対
策
と
し
て
大
切

で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
社
会
、

行
政
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
も
小
児

病
院
の
役
割
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、「
少
子
化
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

小
児
医
療
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
」
の
で
、
今
後
と
も
医
師
会
の

先
生
方
と
の
連
携
、
御
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

趣 味 の 散 歩

白洲次郎が愛した
レシピを食す

レストラン&カフェ武相荘

カフェと記念館へ続く散歩道 次郎の愛した親子丼（上）と
秘伝のカレー（下）

詳しい内容、申請方法はホームページをご覧ください。
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

家族の加入について
～住民票で同一世帯の家族の方は、
 「全員一緒」に加入してください～

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

同一世帯の家族の方は、区市町村国保に加入できませ
んので必ず医師国保に一緒に加入してください。
ただし、健康保険や他の国保組合に加入している方は
除きます。

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先 板橋区医師会事務局　URL：https://www.itb.tokyo.med.or.jp/gakkai

第27回板橋区医師会医学会

〔演題発表／教育講演〕
日時▶12月2日（土） 13時30分～18時
会場▶板橋区立文化会館2F小ホール ほか
プログラム▶医療・介護に関する一般演題、
要望演題、ポスターセッション 演題計74題
／教育講演｢保険診療で行われるがんゲノム
医療について｣河野隆志（国立がん研究センター 
がんゲノム情報管理センター（C-CAT）センター長）
対象▶医療関係者、介護関係者
取得単位▶日医生涯教育１単位
（CC：6）
申込方法▶教育講演は右記2次
元コードよりお申し込みくださ
い（演題発表聴講は申込不要）。

〔区民公開講座〕
日時▶12月3日（日） 13時30分
会場▶板橋区立文化会館大ホール
プログラム▶東京都相互理解のための対話促進支援事業
「在宅で療養生活を送るには」／特別講演「肺の病気を知
ろう～気管支ぜん息とタバコ肺 （COPD）～」長瀬洋之
（帝京大学医学部内科学講座 呼吸器・アレルギー学 教授）／シン
ポジウム「最期まで自分らしく生きるために『人生会議』」
竹下 啓（東海大学医学部基盤診療学系医療倫理学領域 教授）ほか
対象▶区民　
参加費▶無料（定員1,200名）
申込方法▶右記2次元コードまたは医師会
ホームページよりお申し込みください。
申込締切▶定員になり次第締切
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矢谷達樹

荻原牧夫

新宿区医師会

田園調布医師会

　令和5年4月27日、28日、藤井聡太6冠の名人戦が行われている。
JR千駄ケ谷駅は東京オリンピックに合わせて駅の改修工事が行わ
れていた。駅の北側は新宿御苑。南側に改札口がある。まっすぐな
道の左手には東京体育館がある。この道をまっすぐ300ｍぐらい歩
いた場所に鳩森八幡神社がありこの近くに将棋会館はある。5階建
てで、3階以上が対局室で一般は1階の売店と2階の将棋道場しか入
ることはできない。売店には将棋盤、駒、プロ棋士の直筆色紙、扇子、
将棋の書籍が置かれている。2階は将棋好きのお子さん大人が、平日、
日曜日祭日に対局を行っている。この将棋会館が日本将棋連盟100
周年に合わせて売却され、JR千駄ケ谷駅前の千駄ヶ谷センタービ
ル（現在建設中）に令和6年移転する。昔は将棋の映画といえば「王
将」であったが、最近は「AWAKE」「聖の青春」や「泣き虫しょった
んの奇跡」など実話をもとにした映画が作られている。私は将棋が

好きであるが、平成に入って将
棋の対戦はしたことがない。相
手がいないためである。でもな
ぜか将棋が好きで情報は収集し
ている。平成の初めにはいくつ
か話題になった事件があり、つ
い最近も将棋ソフトカンニング
疑惑、マスク事件が持ち上がっ
た。それをすべて払しょくして

くれたのが、藤井聡太７冠（９月末現在）である。AIの予想手にほと
んど違えず指す手は神の手と呼ばれることもある。彼は高校を中退
し将棋を目指した。中卒ですという彼の言葉に迷いを感じられない。
今後新しい会館で活躍してほしい。
� （新宿区医師会会誌 2023年5月 第727号より抜粋）

　干支の名前の付く山「十二支の山」は、三省堂「日本山名辞典」に
よると、全国に931山ある。最も多いのが午の山で、馬の137山、
午の1山、駒の63山で201山ある。その年の干支の山で未踏峰に登っ

てみようと思い立って、2021年丑年の最高峰「赤牛岳2,864m」に
登った。昨年（寅年）は、秋田県の「虎毛山1,433m」登山を計画した
が、2018年8月の豪雨災害により登山道が決壊し、現在もまだ通行

止めのため、結局、登れなかった。今年は、卯年の最高
峰「兎岳2,818m」の初登頂を計画している。兎岳は赤石
山脈南部の主稜線上に位置し、山頂は静岡県と長野県に
またがっているが、三等三角点2,799mは県境稜線をや
や西に外れた長野県側にある。登山ルートは椹島を拠点
とした3泊4日のハードな周回コースとなる。1日目：自
家用車で畑薙第一ダムまで行き、宿泊者用送迎バスに乗
り換えて、椹島ロッヂ泊。2日目：椹島ロッヂ発・樺段・
赤石小屋・富士見平・赤石岳・百間平・百間洞山の家泊。
3日目：百間洞山の家発・大沢岳・中盛丸山・小兎岳・兎
岳・聖岳・奥聖岳・小聖岳・薊畑・聖平小屋泊。4日目：
聖平小屋発・岩頭滝見台・聖沢吊橋・聖岳登山口・椹島ロッ
ヂ着となる。年男のたびに「兎岳に登るぞ」と、調心記で
宣言しているが、次回の年男の84歳では絶対に登れない
山なので、今年こそは実現したい。
� （田園調布医師会新聞「調心記」 2023年春号 No.214より抜粋）

日本将棋会館

今年こそ兎岳に登るぞ！

ふれあいポスト 各地区会報から

雪化粧� 武蔵野市医師会  藤田光裕

入間基地航空祭2018� 練馬区医師会  大野邦彦

日本将棋会館
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都医HP・Eメール

■ ホームページアドレス
� https://www.tokyo.med.or.jp

■ Eメールアドレス� jimu@tokyo.med.or.jp

眼科感染症の動向

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　東京都感染症発生動向調査事業において眼科疾患で対象と
なっているのは、五類感染症定点把握疾患に指定されている「急
性出血性結膜炎」と「流行性角結膜炎」の2疾患である。現在、
東京都の眼科診療所及び病院眼科の39施設が眼科定点医療機関
となっており、毎週患者数が報告されている。
　急性出血性結膜炎と流行性角結膜炎は、どちらも非常に感染
力が強く、ウイルスが付着した手で目に触れたり、ウイルスで
汚染されたタオルや洗面器などに触れることなどで感染する。
急性出血性結膜炎は、エンテロウイルス70型及びコクサッキー
ウイルスA24変異型が原因である。潜伏期は1日で症状は、眼痛、
異物感、結膜充血、結膜下出血、眼脂などである。特別な治療
法はなく、対症療法を行い約1週間で治癒する。流行性角結膜
炎は、アデノウイルスD種の8、37、53、54、56、64/19a型な
どが原因である。潜伏期は約1～2週間で症状は、結膜充血、流
涙、眼脂、耳前リンパ節の腫脹などである。特別な治療法はな
く、対症療法を行っても約2週間は症状が持続する。結膜に偽
膜を形成する場合もあり、放置すると結膜に癒着を起こすこと
がある。角膜炎が出現すると角膜の混濁によって視力が低下す
ることもある。
　2022年の東京都感染症発生動向調査における急性出血性結膜
炎の報告数は3人、定点当たり0.08人で、流行性角結膜炎の報
告数は311人、定点当たり8.21人であった。どちらも過去10年
間で2番目に少ない報告数であったが、最近の報告数は増加傾
向にある。新型コロナウイルス感染症の五類移行による人流の
増加が要因と考えられる。� （文責：稲毛佐知子）

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
、

女
性
が
か
か
る
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
知
ら
れ
て

お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
主
に
女
性
が
子
宮
頸

が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
接
種
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
よ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

（
小
学
校
６
年
～
高
校
１
年
相
当
）
に
加
え
、
積
極

的
接
種
差
し
控
え
の
間
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
人

に
対
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
接
種
率
が
高

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
中
野
区
で

は
全
国
に
先
駆
け
て
男
子
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

全
額
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
接

種
率
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
意
義
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
不
安
や
偏
見
が
あ
る
こ

と
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

男
子
に
対
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、

咽
頭
が
ん
、
肛
門
が
ん
や
、
性
感
染
症
で
あ
る
尖

圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
な
ど
の
病
気
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
等
を

通
じ
て
女
性
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

男
性
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義
は
、
感
染
や

発
症
の
予
防
、
重
症
化
の
予
防
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
自
分
の
健
康
や
命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
や
社
会
の
健
康
や
命
を
守
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す

る
こ
と
は
、
思
い
や
り
や
責
任
感
を
持
つ
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と

は
、
社
会
の
姿
勢
や
意
識
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。�

（
宇
野
真
二
）

無 声 拝 聴 ワクチンは誰のために
接種するか？

知ってますか？

今更とは思うが、気をつけるべきは、その発音で[ ˈtoʊ.sɪs]である。しばしばプトーシ
スと発音されている場合がある。ちなみにドイツ語読みとの主張もあるが、その場合は
die Ptose[pto:zə]である。また、ptosisの複数はptosesとなる。

ptosis

第 63 回 東京都医師囲碁大会
　令和5年9月23日（土）、雨上がりのひんやりした天候の中、日本
棋院市ヶ谷本院にて恒例の東京都医師囲碁連盟主催の囲碁大会が開
催された。新型コロナ感染症の影響を受けて3年ぶりの開催となっ
たことに加え、参加者は大幅に減少し今回は46名、往時の4分の1
となった。1つの医師会で5名の選手が選抜できず、混成チームとし
て参加したのが、2チームであった。また、残る6名は個人戦総当た
り戦となった。

　はじめに東京都医師囲碁連盟会長の
宮嶋建昭先生が開会の辞を述べ、次い
で尾﨑治夫東京都医師会長の祝辞が披
露され、会場は大いに盛り上がった。更
に、黄孟正日本棋院9段が審判長として
AI定石は適応を慎重にというアドバイス
を含めた挨拶で会場を沸かせた。経過
報告や競技ルールの確認があり、10時
に対局宣言がなされ熱戦が展開された。
　団体戦は、A組1位の目黒区医師会と
B組1位の北多摩医師会が激突、5－0

で目黒区医師会が優勝、準優勝は北多
摩医師会となった。3位 江東区医師会
混成チーム、4位 練馬区医師会混成チー
ム、5位 足立区医師会、6位 新宿区医
師会、7位 千代田区医師会、8位 中野
区医師会となった。
　個人戦は優勝 杉本和夫（中央区）4－
0、準優勝 佐藤文秀（北多摩）3－1、3
位 竹内龍雄（中央区）2－2、4位 今鷹
耕二（北多摩）2－2、5位 高野、櫻井（北
多摩、品川区）1－3、6位 竹森（品川区）0－4（敬称略）。
　優勝、準優勝の面々には優勝カップと記念のメダルが授与され、来
年の再会を誓い、4時半に無事散会となった。
　東京都医師囲碁連盟では、囲碁をたしなむ先生の参加を希望して
おります。対人での対局は機械相手とは異なる趣があります。ハンディ
をつければ、段位にかかわらず楽しめます。お申し込み、ご相談は
幹事 櫻井までご連絡ください（Fax：03-3445-1815）。
� （東京都医師囲碁連盟 幹事 櫻井幸弘）

優勝した岸洋介先生率いる
目黒区医師会

準優勝の佐藤文秀先生率いる
北多摩医師会
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主催 東 京 都 医 師 会

座
長　

杏
林
大
学
医
学
部
腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科

　
　
　
　
　

教
授�

駒  

形   

嘉  

紀  　
　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

　
　
　
　
　

主
任
教
授�

川  

畑   

仁  

人  

先
生

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科　

　
　
　
　
　

教
授�

金  

子   

祐  

子  

先
生

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
の
治
療

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和5年12月14日（木）�午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます。

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和5年12月13日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
因
・

�
病
態
に
関
す
る
最
新
知
見
川
畑
仁
人 

先
生

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
多
発
関
節
炎
を
主

徴
と
す
る
膠
原
病
で
あ
り
、
日
本
に
お

け
る
有
病
率
は
０
・
７
％
程
度
、
約
80

万
人
の
患
者
が
い
る
。
そ
の
原
因
は
未

だ
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
全
身
性
自

己
免
疫
疾
患
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
遺
伝
要
因
と
環
境
要
因
が
関
連
し

て
生
じ
た
潜
在
的
自
己
免
疫
の
時
期
を

経
て
発
症
し
、
多
様
な
免
疫
担
当
細
胞

と
関
節
構
成
細
胞
が
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や

細
胞
接
触
を
介
し
て
滑
膜
炎
や
骨
軟
骨

破
壊
に
関
与
し
て
い
る
。
特
に
環
境
要

因
で
は
喫
煙
や
歯
周
病
、
腸
内
細
菌
と

病
態
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
病
態
形
成
で
は
リ
ン
パ
球
の
役
割

が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
病
変
局
所
で
の

自
己
抗
体
産
生
に
関
わ
る
Ｔ
細
胞
や
Ｂ

細
胞
、
炎
症
に
関
わ
る
制
御
性
Ｔ
細
胞

由
来
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
の
関
与
が
知
ら

れ
て
い
る
。
本
講
演
で
は
治
療
や
生
活

指
導
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
最
新
知

見
の
オ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
診
療
の
最
前
線

金
子
祐
子 

先
生

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
慢
性
破
壊
性
関

節
炎
を
主
体
と
す
る
全
身
性
自
己
免
疫

疾
患
で
あ
る
。
以
前
は
難
治
性
で
予
後

不
良
の
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

近
年
早
期
診
断
の
た
め
の
基
準
や
画
像

ツ
ー
ル
の
進
歩
、
直
接
的
に
病
態
に
介

入
す
る
分
子
標
的
薬
の
開
発
な
ど
に
よ

り
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診
療
は
著
し
く

進
歩
し
た
。
一
方
で
、
標
準
治
療
が
困

難
な
高
齢
発
症
患
者
の
増
加
や
複
数
の

分
子
標
的
治
療
に
反
応
性
の
乏
し
い

difficult-treat

患
者
な
ど
、
課
題
も
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
講
演
で
は
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
診
療
の
進
歩
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2単位

カリキュラムコード　61、73

オンライン（Webex）のみで開催します
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西東京市医師会は、平成15年４月に旧 田無医師会と保谷
医師会が合併して発足した新しい医師会です。両医師会の伝
統を継承し、目前の課題に対処するために新たな公益事業を
展開してきました。

特に超高齢社会と認知症の増加に対する対策に力を入れて
おり、2017年からは公益事業として「認知症予防のための聴
覚検診」を実施し、３年間の事業で1,400名以上の方にご参
加をいただきました。難聴が認知症の危険因子であることは
指摘されていましたが、検診結果の検討から、難聴は軽度で
あっても加齢・高血圧・糖尿病・脳血管障害などと同様に認知
機能低下に影響を与えることがわかり、この結果は体系づけら
れた調査研究として国際的学術誌に発表することができまし
た。同様の研究は国際的にみても報告が限られ評価されて
おります。

私は神経内科医として、病院勤務時代には脳損傷後の高次
脳機能障害のリハビリテーションに携わってきました。開業医
となってからは、認知症患者を多く診療するようになりました。
認知症診療は、薬物療法や身体合併症の治療など医療面の関
わりも重要ですが、本人の生きがいや居場所作り、看護する
家族への対応など、診察室の中では収まらないことばかりです。
病院で高次脳機能障害のリハビリテーションチームを立ち上げ
たように、“認知症の人を支えるチームを作りたい。しかし、
小さなクリニックで一人の医師として何ができるのか？”と自問
していた時、近隣の地域包括支援センターから研修会の講師

を頼まれました。お引き受けするに際して、「一緒に認知症の人
や家族に介入する場を作ってくれますか？」とお願いしたとこ
ろ、彼らの尽力と行政はじめ多くの方の協力を得て、西東京市
で第１号の認知症カフェが誕生しました。この活動を通して、
介護や福祉関係の専門職だけでなく市民ボランティアの方 と々
のつながりができたことが、認知症診療において私の大きな
経験となりました。今後は、認知症カフェなど地域における認
知症活動に関わって下さる医師会員を増やせるように尽力した
いと思います。

健康寿命を伸ばすためにはフレイル予防が重要です。当医
師会でも、平成31年から公益事業「階段プロジェクト」に取り
組んできました。市民講演会も実施していますが、ともすれば
意識の高い人だけが参加しがちです。もっと広く市民の方にフ
レイル対策としての運動の必要性を訴えるために、西東京市に
ある5つの鉄道駅で階段利用促進に関するメッセージのラッピ
ングをする交渉を続けてきました。交渉は難航し、鉄道会社
との交渉は頓挫しましたが、西東京市からペデストリアンデッ
キ（駅前公共歩廊）の階段であれば、市も協力できるとの提案
を頂き、令和5年10月に1本目の田無駅の階段ラッピングが
完成します。来年には保谷駅南口の階段にも実施予定です。ラッ
ピングを活用してフレイル予防取り組みのイベントを市と協力
して行っていく予定です。皆様も田無にいらした際にはぜひご
覧いただけると幸いです。

地区医師会長からの一言
西東京市医師会の公益事業
　　 ～認知症対策とフレイル対策
西東京市医師会長　三輪隆子

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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